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This study aims enhance to the attractiveness of Yagiyama Zoo, and developed the volunteer 
from local residents "Gaku-gei-in Datca（＊）" who study the episodes of Animals for they will be 
guide for the zoo will be loved by local residents. This year had set the goal to establish a way of 
learning about animals and zoo episodes. Our project team held four workshops (including 
speaking course) for verify whether the training methods is feasible approach and the workshops 
are enough, and we concluded the methodology is workable.
（＊）We named it from the sound, and it means "fun zoo guide" in dialect here in Sendai, Japan. 
The sound is equal to "gaku-gei-in" that means curator in Japanese.
１）経営コミュニケーション学科　講師　Lecturer of Department of Management and Communication
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第１回研修会 －動物公園の概要の説明 平成22年12月８日　10：00～11：30 八木山動物公園ビジターセンター研修室

















（2011 年 2 月 1 日（火）夕方放送，キャプチャ画像）
図１：動物学習会資料
図３：河北新報 記事（ 2011 年２月８日（火）夕刊）
　また，動物公園側の用意した資料を基に，楽芸員ダッチャ候補者が独自にノートを作成
して，知識量を増やしていることが毎回確認された。結果として，町内会長・副会長から
お願いしていただく際に，選ばれた方が責任感が強い方だったこともあり，また学習意欲
の旺盛な方々であることもあり，よりよいガイドのために予習・復習を欠かさないという
結果につながった。
（３）楽芸員ダッチャロゴ展開
　楽芸員ダッチャの存在感や親しみやすさを認知してもらうため，楽芸員ダッチャロゴを
作成した。デザインは，プロジェクトメンバーの篠原良太によるものである。このロゴを
元にして，楽芸員がガイド時に着用するロゴ入りのハットとブルゾンおよび，ガイドの時
に使用する案内のぼりを作成した（図４－６）。
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（４）楽芸員ダッチャの誕生（養成試行の成功）と今後の展開
　本来のスケジュールでは 2011 年３月中に実際の動物公園の来園者に対し，楽芸員ダッ
チャが動物の話を交えながらコースを案内する「ガイド試行」を実施する手筈となってい
たが，このたびの震災により動物公園も楽芸員も被災したため，やむなく延期した。しか
し，動物公園再開園予定の５月連休明けを目処にプロジェクトを再始動することで関係者
は合意し，実際には 2011 年７月３日（日）に実施の運びとなり，３名の楽芸員ダッチャ
を認定した。
　また，当初の目的である動物公園，八木山連合町内会（会長・副会長，町内会員）と本
学とのネットワークは１年間の活動を通してより強固なものとなり，次年度以降の継続に
ついても三者間での合意が得られている。動物公園では５月に人事異動もあり，これまで
主に担当をしていただいた，大内副園長と三塚飼育係長が異動されるという大きな変化を
迎えたが，後任である藤原副園長，小野寺係長の両名に本研究の趣旨にご賛同いただき，
図４：楽芸員ダッチャロゴ
図６：案内のぼり
図５：楽芸員ダッチャロゴ入りハット
着任早々の大変な時期からご協力を得られたと言うことが今年度の楽芸員ダッチャのガイ
ド試行の成功につながったと言える。また，楽芸員ダッチャ候補者を選定していただいた
八木山連合町内会の斎藤会長，玉田副会長は最終試行の日にも顔を出していただき，反省
会でも有益なコメントを残していただいた。
　５章では，最終ガイド試行や今年度活動の反省から我々が抽出した今後の課題について
述べる。
５．今後の課題
（１）八木山町内会での楽芸員ダッチャ募集の方法
　次期楽芸員ダッチャの研修の案内（公募）は，八木山連合町内会を通して実施する予定
である。この中で，八木山動物公園という活動の場と，地域活性化やネットワーク作り・
運営体制といったことを結び付けていくことができるかを今後の研究視点としていきた
い。まずは楽芸員ダッチャの数が増えなければスケジュールを組む上で支障があり，「（例
えば日曜日に行けば）楽芸員ダッチャがいて，ガイドしてくれる動物公園」という社会認
知が形成されるに至らない。今回任命された３名の楽芸員ダッチャを中心に，この活動の
楽しさや，地域貢献の意義などを上手く伝えてもらいながら，ボランタリーに手を挙げて
いただけるような工夫が必要である。次期の案内については両角が作成し，近日中に配布
予定である。
（２）楽芸員ダッチャのモチベーション維持とコミュニティの核としての Web ツール展開
　楽芸員の方々に主体的に運営してもらうためには，主体的な関与が必要であり，そのた
めには社会からの認知が必要である。そこで Web サイトを使用し，多くの人に楽芸員ダッ
チャの活動を知っていただき，本人のやる気（モチベーション）を上げることを試みる。
さらに，Web サイトやメールニュースなどの情報発信のツールを準備することで，多く
の住民が地域の活動に関与する機会を持つことを支援することができるかどうかを確認す
る。なお，楽芸員ダッチャ本人より，来園者へのガイド中に質問された内容をその場で答
えられない場合には後で飼育員さんに尋ねて来園者にどうにか答えたいという要望もあ
り，それに応える質問コーナーを作成することも検討している。
（３）自立的ボランティアサークルとして地域に根付く活動方法の模索
　昨年度の活動により楽芸員ダッチャの育成（主に学習方法）については予定していた回
数を行い，来園者相手に動物のエピソードや特徴を話すことが出来るようになったことが
確認できた。しかしこれが最終目標ではなく，あくまでも楽芸員ダッチャの育成方法が実
現できるかどうかを検証したに過ぎない。本共同プロジェクトの大学側の最終目標として，
楽芸員ダッチャが自立し，新たな楽芸員候補者を誘ったり，動物の学習についてアドヴァ
イスをしたりする立場となっていただくことを想定している。将来的にその自立を促した
いと考えているが，現状では完全なるボランティアとしての志願者（立候補者）を選んだ
のではなく，動物の学習方法や回数が適当かどうか，またボランティアガイドとして来園
者に説明することが可能かどうかを検証するために町内会役員を通して候補者に依頼をし
たところからスタートしたという経緯がある。そこで，今年度楽芸員ダッチャに任命され
た３名の方々が今後もこの活動を継続する意思があることを確認できているものの，自分
たちで運営している意識よりは，大学側の依頼による参加者意識が高いのではないかとい
34
35八木山動物公園の魅力度アップを目指した地域住民ボランティア「楽芸員ダッチャ」の育成（佐藤・両角）
う危惧もある。
　今後は楽芸員ダッチャを増やしていきながら，楽芸員が自主的に学習会を開催したり，
ガイドボランティアの日程を組んだりすること，つまり動物公園の方々と協力しながら自
主的なボランティアサークルとして定着し，地域の活性化につながる方法を協働プロジェ
クトとして模索していく。そのためには活動が軌道に乗るよう大学がサポートしつつ，い
ずれかの段階で楽芸員ダッチャの皆さんが主役であることを自覚してもらう必要がある。
現段階では３名の（依頼を受けた）楽芸員ダッチャしかおらず，主体的な運営を望むこと
は酷である。このプロジェクトが抱えている難しさは，ボランティアを育てるために３者
が協働していること，すなわち地域住民自らが「ボランティアになる」と言い出してはい
ないことである。きっかけは人工的に開始されたボランティア活動であったとしても，メ
ンバーが増え，この取組が地域の方々に認知されればメンバーの中から本来の意味でのボ
ランティアが生まれるのではないかと考えている。そのため，息の長いプロジェクトにな
ると覚悟し，「ボランティア」を地域住民，八木山動物公園，東北工業大学の３者が関与
しながら育成する方法論を模索していく。
　そのために，いずれ大学の関わりがなくなっても継続できるように，動物公園との信頼
関係の構築や地域住民の方々への楽芸員ダッチャの周知や浸透を図ることが我々プロジェ
クトの活動の柱となっていくだろう。
注
１）『八木山動物公園ウェブサポーター』制度（仙台市ホームページより転載）
　　ホームページ，ブログ，ツイッターなどで八木山動物公園を応援する情報発信を行っていただける非
営利の方等（上限 10 サイト）
 http://www.city.sendai.jp/yagiyama/1198438_2444.html

